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240213第 2回檜原村歴史講座 於：檜原村役場 301会議室 

檜原村の新発見古文書の世界 

西村慎太郎 

 

神戸地区（神戸組）について 

 ※「新編武蔵国風土記稿」・『檜原村史』より 

・神戸川（北秋川に注ぐ）両岸に民家 31軒。高 39.666石 

・「檜原の内此組のみいかなる故にや、正月の飾に松の代として檜の枝を以門戸こと

に立ると云」 

・春日社・稲荷社・疱瘡神社・山王社・枇杷社 / 『檜原村史』には春日神社ほか 8社 

・龍巌山徳泉寺：臨済宗建長寺派吉祥寺末寺。除地 7畝 18歩。本尊地蔵菩薩（現在

は正観世音菩薩）。天文 2年（1533）開山 

 

神戸坂本家について 

・既仮整理分：138点（『檜原村古文書目録』檜原村教育委員会、190点） 

 ※最古の古文書：天和 2年（1682）手形之事（写では寛文 7年（1667）水帳） 

・2022 年～2023 年にかけて NPO 法人歴史資料継承機構じゃんぴんで未整理分

の調査・目録化：1083点 

・古文書の特質：山林売渡証文 / 神戸組年寄として村政に関わる資料（年寄孫兵衛。

反別小前帳・議定書・夫食貸付帳など） 
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西村 慎太郎 

（人間文化研究機構国文学研究資料館教授・NPO法人歴史資料継承機構じゃんぴん代表理事） 

• E-mail haniwa28@hotmail.com 

• Twitter  nishimurahaniwa 

• Facebook shintaro.nishimura.52 

• Instagram / Threads   @shintarobrianjones 

• http://resarchmap.jp/nishimurahaniwa 

 

 


